
今
年
は
、
錨
際
輔
開
年
の
年
で
す
。
「
品
哲
郎
同
瞬
間
発
」

「
一
平
和
」
を
一
ア
!
マ
に
、
各
鎗
で
い
ろ
い
ろ
な
活
動
ガ

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
塚
市
で
は
、
こ
の
記
念
す
べ

き
年
表
懇
毅
あ
る
も
の
に
す
る
だ
め
、
若
人
だ
ち
の

手
に
よ
る
い
く
つ
か
の
記
念
欝
畿
が
決
替
り
ま
し
だ

の
で
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
法
で
gh調
布
の
蜘
晴
樹
噌
を
受
け
る

ジ
コ
エ
ア
リ
i
ダ
i
の
み
な
み
ザ
ん

今
何
時
同
地
、
泌
総
百
日
時
の
年
〈
イ

ン
次

i
ナ
シ
ョ
ナ
ん
9

ユース
e

イ
ア
;
詰
1

・y
'
Y
)
で
4
4世

加
@
総
経
e
J
T
和
L
ι
r
r
T
i
yに

さ
$
3
d
ま
な
時
閉
鎖
が
国
間
山
附
さ
れ
て

いb
怒す
こ
の
瀦
織
は
「
入
獄
の
半
制
加
な

ぷ
米
中
品
収
め
て
、
そ
の
続
得
と

な
っ
て
い
る
い
ろ
い
人
語
総
磁
を

解
決
す
る
た
め
、
今
、
品
川
年
た
ち

が
F
中
子
取
り
ん
い
っ
て
、
時
間
品
問
的
に

取
れ
貌
じ
こ
と
が
期
待
合
品
川
℃
い

ま
す
下
「
凶
際
向
日
午
の
年
t

いが、

そ
の
3
っ
か
げ
/
い
な
hv
、
は
す
み

と
な
る
ζ
と
に
人
え
な
市
み
が
か

け
お
り
れ
て
い
J
f
Sヲ

ポ
緩
め
で
は
、
接
点
け
年
寄

ず
や
滅
に
、
向
洋
の
仲
札
t
d
草
加
数

織
と
、
総
y
h
H
I

路
線
舟
袋
返
す
る
た

め
、
中
・
智
開
校
乍
h
h
y
}

内
年
世
明
阿
部
慌

に
い
ろ
い
ろ
な
汀
可
寝
込
が
恕
ぷ

り
ま
し
た

仁
志
事
業
レ
ピ
ず
哉
、
室
戸
い

術開件
i
Vバ
ん
で
い
た
だ
与
フ
と
、
む
内

向
山
総
外
派
議
事
情
品
ゃ
ん
ザ
m
V
H
E

h
m耐
側
、
述
。
刊
に
よ
芯
ぷ
念
事
議
1
1

.
Y
-
Y
φ
ブ
ェ
ス
一
ア
ィ
ベ

ι@

イ
ン
9

ド
出
世
ヘ
切
で
し
て
T

災
時
ik

Jd時
制
り
お
い
な
門
戸
}
で
す
一

引いいれ宍側、

d
d
eず
み
ぷ
ぃ
?
緩

い
川
淀
川
心
年
め
年
J
殺
事
業
引
の

三
八
戸
内
山
、
誌
の
£
-
宮

市
年
齢
mF4泊
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ザ
ヘ
ク
ブ
プ
、
の
ん
作
品
一
日
V

調
岬
相
却
の
み

な
さ
ん
に
よ
っ
℃
払
泌
さ
れ
た
も

の
で
4

い
ま
~
託
離
の
み
汁
は
、

ど
ん
な
行
品
開
静
岡
嶋
r
ヤ
ベ
主
か
し

熱
心
に
検
U

早
川
し
た
れ
町
長
、
決
ま
っ

た
も
の
℃
ず

義
H
H
レ
片
品
の
久
水
鍛
え
さ
ん
〈
お

議〉山品、

f
tれ
を
焚
織
に
7
ぷ
t

-
世
紀
争
前
仇
つ
が
叫
械
の
九
年
た
ち

の
え
ぬ
の
紛
が
、
段
と
天
き
く

な
れ
ば
i
」し
r
h

、
滋
約
九
寝
間
っ
て

お
ら
れ
ま
す

H

広
げ
LAV7f川
刊
の
仲
間
LGbnの
八
バ
ト
む
れ
〈
十
い
〉
午
後
hAWか
ら
、

来
栄
〈
泌
す
)

h

々
ス
ワ
ー
ガ
ン
浅
間
総
織
で
げ
い
ま
す
平
み
ん
な

に
1

桑
宇
治
め
の
事
業
と
f
ぞ
、
で
y
e
y〈
わ
い
わ
い
r
添
え
ツ
つ

k

dMrsvN拍
干
の
停
の
必
滋
が
}
繰
り
あ
い
う
γ
;
マ
で
す
の
で
、
ど
っ
J
問

中
川
ょ
っ
と
一
車
大
議
り
や
み
な
え
円
語
ど
だ
さ
い
な

が
俗
か
れ
ま
す
お
、
雨
の
一
則
河
内
げ
は
判
中
村
に
混
同
取
点
」

こ
れ
は
、
平
桜
山
間
仲
間
協
ぷ
V
A
M

れ
ふ
学
y

叩
叩
山
口
一
も
闘
の
お
よ
け
は
、

少
挙
対
日
川
川
内
庁
時
の
勾
ぷ
ぶ
官
業
余
泌
が
叱
J

持
つ
や
的
体
行
総
に
媛

長
v
h
刊
誌
は
A
A
M

が
京
総
ず
る
も
の
だ
、
わ
む
点
字
yv

J
P
学
山
の
討
小
J

何
千
係
織
の
阪
YA
時

♂
と
し
て
、
ふ
長
い
わ
し
い
り
げ
年
九
ぜ

か
件
に
派
議
ruu
、
み
少
年
間
問
地
役

豹
占
的
、
数
行
、
£
化
等
い
つ
い
で

間
前
向
快
世
行
い
、
日
円
以
燃
焼
宇
中

M

L
H
一
昨
と
め
友
好
争
点
州
め
L
やフレシハー

う
も
の
で
す
そ
し
て
、
ア
会
の
泌

山率一、苦汁山
7
h年
目
的
織
の
お
湾
ぷ
と

1

じ
で
、
内
同
問
、
役
な
て
て
い
え
だ

参
加
お
八
人
は
、

fu移
お
い
八
十

ヰム入山山中か、
h
作
ど
と
杭
絡
に
よ

り
、
川
和
ゃ
に
炉
支
九
し
た
が
相
辺
、
ず

は
わ
し
い
々
々
(
ド
ト
ぷ
や
添
削
附
)

が
鋭
円
は
れ
て
い
ま
す

日
ね
は
、
パ
リ
ト
ペ
い
い
い
知
ら
p

e

ト
L
i長
5
7
k
l
Hな
ど
、
ヒ
ー
、

J
i
v
〈

j
t
!
?
J
E

高
H
M
A
K
車、

;

E

J

 

し
止
す
1
@
Y
'
Yお
け
各
社
で
も
あ
む

ん
山
河
抹
殺
の
。
人
に
探
貼
れ
た
久

点
尚
一
文
さ
ん
に
、

ι昨
日
う
か
が
ツ
土
、
一
弘
山
改
、
均
一
ル
仲

間郎潟村静いのボャソ
J
i
ア
rγ
日伯郡間企一

し
て
い
zぷ
y

の
明
、
小
バ
の
々
は
仲

間桝

wt引
に
む
す
み
山
内
伐
の
お
い
や

り
の
綾
子
や
、
対
叶
一
地
な
い
と
に
つ
い

て
の
数
品
帰
宅
し
て
念
品
一
い
と
広
い

と
、
引
く
も
や
が
中
市
川
へ

こ
の
わ
慎
一
は
、
老
け
れ
ゆ
か
弘
h
f

、

昨一一代交線
ι
え
た
人
間
絢
ほ
閉
め
織
な

山1
M
P
U
る
こ
と
げ
で
よ
い
サ
、
ボ
う
ン
一
r

f
ア叫口品別や
M
n
r

付
中
間
体
術
品
相
会
曜

い
ぶ
し
、
抱
一
弘
守
内
決
心
問
時
倒
閣
に
内
H
貼m

uoth
い
く
い
比
掛
か
り
を
つ
く
ろ
ゅ
っ

と
初
い
い
か
込
め
処
り
れ
て
い
ま
す

十
a

パ
ト
日
(
日
)
浅
山
刊
紙
織

と
語
字
以
支
給
ぜ
い
、
寄

与
れ
ま
す
次
郎
緑
地
J

ぷ
叫
、
川
什

の
広
川
刈
〔
郡
一
件
コ
ノ
/
ル
マ
ト
)
、
ば

ふ
れ
ち
い

ぺ
お
…
や
り
い
仇
川
内
や
が
却
の
つ

ど
い
〉
が
関
山
糊
さ
れ
ま
す
バ
片
品
今

中
子
校
体
内
け
対
で
は
、

1
・
Y
合

Y
コ1
1
ナー

(
4
7
1
ケ
ん
H
A
m

必
恋

十点
A

叫
れ
な
日
夕
刊
)
が
f
u
科
さ
れ
討
し
い
ま

す
ま
た
、
件
対
内
年
七
叫
ん
ぐ
d
d

b
h

対
日
出
一
ー
し
た
い
と
、
下
一
行
v

おいヘバ

え討議
hv
切
っ
て
い
を
す

み
な
名
人
み
や
年
の
総
ア
九
E

↑丹波

が
川
内
ば
れ
て
い
る
ir

吾
、
同
僚
し
い

れ
汁
の
江
口
午
ふ
く
汗
明
I

おーい
J

た
だ

I
、
f
g
j
1
1
1

、

3
4
d
γ
人

A
N
一
1
L町小一
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資
少
年
の
健
全
一
湾
成
を
綴
い
、
議
鐙
サ
ー
ク
ル
活
動
の
濁
刷
閣
を
み
て

お
ら
れ
る
指
導
者
の
み
な
さ
ん
に
、
お
銭
怒
り
い
た
だ
き
、
間
摺
続
会
を

醐
側
窓
ま
し
だ
。
子
供
定
お
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
知
る
お
い
ち
つ
や
払

線
、
柏
崎
碕
怒
い
や
り
な
ど
現
代
気
践
を
、
法
定
、
議
務
者
と
し
て
の

絡
み
は
つ
い
て
お
務
き
し
ま
し
だ
。

表

票

率

一

川

い

ま

す

よ

聞

の

長

の

す

る

達

、

も
う
品
し
古
止
h
v
uが
あ
の
4

品やむ

司
叫
会
み
な
さ
ん
は
ボ
タ
シ
テ
ィ
た
衿

ア
と
し
一
仁
、
子
供
た
ち
の
鎖
倒
を
司
会
今
、
約
分
だ
け
と
い
う
乙

号
お
ら
れ
る
患
い
ま
す
が
、
と
が
言
レ
た
が
、
野
球
な
ど
の

芸
誌
の
警
は
と
つ
で
し
ょ
ス
ポ
ー
ツ
で
は
と
つ
で
し
ょ
う
。

う
か
匂
肉
体
的
な
こ
と
や
紡
神
的
指
謀
者
政
勝
「
糊
鴨
川
y
山
内
少
伴
野

な
こ
と
ぺ
ま
た
!
怒
鮒
力
と
か
い
球
泊
》
見
て
も
般
か
る
と
お
担
、

ろ
い
ろ
あ
る
と
燃
い
ま
す
が
。
い

ζ
ん
か
〈
税
総
は
同
市
兵
ー
か
掛
滋
で

か
が
で
し
ょ
う
か
。
ず
。
練
期
間
が
終
わ
っ
て
解
徴
す
る

鈴
議
高
官
ボ
i
イ
ス
カ
ワ
ト
世
ぶ
と
、
必
9

芯
ね
紛
が
あ
り
専
守
J
Q

学
校
五
年
の
と
害
か
ら
や
っ
て
い
物
に
対
す
る
執
ぷ
z

心
と
い
う
か
、

季
か
、
そ
の
憾
と
比
べ
る
と
、
を
つ
い
う
も
の
が
芸
返
事

キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
は
力
仕
事
を
嫌
は
織
れ
て
い
ま
す
。

っ
て
み
た
盟
、
鈎
分
だ
け
擦
を
し
指
摘
噌
者
私
は
、
ブ
ア
ト
ボ
i
ん

て
過
在
せ
る
叩
刀
法
は
な
い
か
と
か
、
で
内
科
の
デ
砕
教
え
て
い
ま
す
が
、

ず
る
さ
一
宇
品
せ
る
三
ぬ
が
か
な
り
キ
ャ
ッ
チ
ボ
i
ん
中
に
ヱ
M
7
1し

た
ボ
ー
ル
が
な
と
な
っ
て
も
~
開
閉

さ
な
い
の
で
す
。
後
で
み
ん
な
で

閑
却
す
の
は
で
す
か
、
物
が
あ
り
す

ぎ
て
、

ζ

れ
は
約
分
の
脚
相
た
と
い

う
怨
判
明
日
が
あ
ま

pな
い
み
た
い
で

す
ね
。

務
謀
者
約
分
さ
ゑ
受
口
に
防
相
場

で
ぎ
れ
ば
試
合

γぷ
白
口
て
も
い
い

シ
思
っ
て
い
る
平
次
と
貌
が
多
一
い

で
す
ね
チ
1
ム
の
た
め
に
、
自

分
は
山
山
Myd
で
長
な
く
て
も
い
い
と

い
う
、
芯
品
供
は
少
な
く
な
'O綜
し

た。鶏
縁
者
モ
ピ
つ
で
す
匂
綴
近
の
子

供
は
出
た
が
り
M

明
記
口
問
凶
作
品
ち
た
が

む
騒
が
多
い
で
ず
ね
。
一
体
懇
命

陥
制
緩
し
て
、
技
術
を
マ
ス
タ
i
し

て
か
ら
似
た
い
と
い
う
の
な
ら
か

か
り
ま
す
が
。
で
ず
か
ら
、
試

の
に
山
た
い
な
品
線
認
を
し
な
さ

い
。
ま
た
、
総
綴
強
度
が
怠
け
れ

ば
ぷ
λ

け
に
は
後
わ
な
い
と
術
移
じ

て
い
ま
す
九

指
機
器
私
の
ク
ラ
ブ
は
、
今
ま

う
に
主
院
し
だ
き

p
uた
ら
、
わ
れ
串
字
。
し
か
し
、
引
っ
越
し

一
銭
懸
命
線
す
の
で
、
な
く
挙
ら
な
F
か
ま
い
段
位
、
や
め
て
い
つ

な
く
な
り
ま
し
た
。
な
ナ
護
ヂ
い
ま
常
々
線
盟
国
は
、

伝

一

す

け

が

幽

嬰

雪

ッ

チ

ボ

i
ん
よ
担
、
事
マ

ラ
ソ
ン
を
や
ら
せ
$
乎
九
級
窃
は

一
昭
会
街
分
の
物
事
早
大
取
引
に
す
帥
聞
か
に
倒
れ
ま
す
。
殺
が
び
つ
く

る
け
P
』、チ
i
ム
の
物
は
火
事
に
り
し
ず
引
き
取
白
に
来
ま
す
。
そ

し
な
い
と
い
う
、
約
分
本
伎
の
母
の
綴
期
間
争
続
け
て
い
く
と
、
い
つ

え
滋
L
つ
な
が
る
介
滋
い
ま
す
が
、
か
や
め
る
な
介
滋
い
、
半
年
す
ら

ガ
i
ル
ス
カ
ウ
ト
は
い
か
が
で
し
い
は
ユ
ニ
ホ
ー
ム
世
作
ら
せ
ま
せ

よ

う

。

ん

や

で

も

、

や

め

ま

せ

ん

ね

。

楽

指
識
者
集
会
と
か
野
外
漁
協
酬
を
な
万
へ
行
く
よ
う
な
な
供
で
も
、

み
て
い
る
と
、
飲
む
ろ
般
財
慨
は
爆
務
滋
に
よ
っ
て
爆
薬
世
相
内
に
す

で
認
が
繍
く
な
る
の
で
し
た
く
な
る
と
い
う
肉
薄
ち
が
、
禁
生
文
る

い
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
き
?
?
一
回
一
を
切
の
背
広
な
い
で
し
ょ
う
か
。

る
な
ど
、
警
他
方
へ
な
夕
、
感
じ
お
謀
者
私
ゑ
サ
ま
で
、
午
供
た

で
す
。
ま
た
、
聞
の
物
と
か
殺
の
ち
F
綾
れ
さ
せ
、
家
へ
紛
れ
ば
パ

物
は
、
必
房
役
な
す
hvあ
う
出
品
問
タ
ン
と
い
う
よ
う
な
練
習
を
し
て

み
え
季
。
も
っ
と
、
選
で
厳
重
し
売
し
か
し
、
あ
る
人
に

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
レ
つ
は
が
、
「
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
縫
っ
の
明
ほ

欠
け
て
い
る
よ
Y

つm
に
思
え
ま
す
っ
。
疲
れ
さ
せ
た
か
ら
と
い
っ
て

問
レ
ヤ
ザ
L

も
初
出
押
し
て
ま
す
。
す
京
P
レ
い
開
制
緩
と
い
え
る
だ
ろ

司
会
努
の
平
も
ま
つ
で
す
か
。
う
か
い
と
、
い
わ
れ
求
レ
キ
~
。
そ

指
謀
者
「
子
会
見
れ
ば
崩
輔
が
わ
の
時
間
問
中
力
を
綴
?
っ
た

mLも、

か
る
い
じ
ゃ
な
い
で
す
が
、
キ
ャ
や
M
刊
の
濃
い
抑
制
溜
営
レ
な
く
て
は

ン
プ
は
一
臼
中
接
触
し
て
い
る
の
い
ば
な
い
と
怒
い
詐
レ
た
。

で
、
家
庭
の
し
つ
け
の
級
?
?
が
よ

〈
添
え
悲
ず
。

出
町
会
ほ
か
に
は
句
。

指
識
者
子
供
た
ち
が
ぬ
問
明
、
い

る
以
心
、
数
将
校
と
い
う
も
の
が

な
く
γ
ほ
い
け
な
い
〉
思
い
ま
す
。

ス
ボ
!
ツ
は
脇
村
に
そ
ず
つ
で
す
が
、

返
切
と
あ
い
さ
つ
の
で
き
な
い
子

は
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
し
ま
せ
ん
。

で
タ
一
フ
プ
の
ボ
!
ル
交
線
開
閉
し
て

い
ま
し
た
。
安
ず
る
と
、
総
務

が
終
わ
る
と
品
子
ボ
i
ん
が
な
く

同
町
会
パ
レ
i
ボ
i
ん
は
ど
つ
で

し
ょ
う
か
。

議
事
縁
切
始
め
た
z豆
段
、

ボ
i
ル
一
つ
な
い
状
線
だ
っ
た
の

Jq
一
一
ぷ
バ
後
に
ボ
i
ル
を
十
細
川

総
入
し
た
と
舟
ほ
、
下
点
い
た
ち
が

大
出
掛
以
い
び
ま
し
た
。
そ
の
関
係
か

物
を
r
八
一
山
ぶ
し
て
い
ま
一
人
ま
た
、

六
年
生
広
州
内
吋
村
午
前
ま
で
#
綴
に

建藷翠襲鐘醤喜善

構
築
器
地
区

球
友
ス
ポ
ー
ツ
A
Y
キ
凶
{
野
球
)
‘

n
品
開
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
(
野
球
)
、
議
普

ク
ラ
プ
{
野
時
}
、
宝
富
山
Y

年
野
暗
部
、
鎮
静
F
C
{
サ
ヲ
カ
!
}
、
銭
鋒
少
女

パ
レ

i

品噛潜柏崎区

港
剣
滋
h
y
年
仰
向
千
石
河
降
少
年
野
球
部
、
幸
町
少
年
野
球
部
、
札
場
機

町
h
y
年
野
球
部
、
夕
刊
間
ヶ
丘
h
y
年
野
球
部

報
松
原
地
震

fph

松
原
h
y
k
ソ
フ
ト
ポ
i
ル
リ
ト
ル
ク
ィ
!
ズ
、
松
必
殺
符
溺

γグ
ー

版
制
友
金
、
震
草
野
球
部
、
震
F
C
(
サ
ァ
議
欄
河
齢
植
民
乙

カ

l

}

!

ぷ凶
4
1
F
E
E

事
瀦
士
見
地
復

認
土
兄
蛸
滋
ス
ポ
ー
ツ
世
年
間
問
、
隊
紡
町
中
学
生
友
の
金
、
チ
ェ
リ
ー
ヤ

ン
グ
サ
ー
ク
ル
(
C
Y
C
)
、
上
平
壌
腎
h
y
年
ク
ラ
ブ
、
富
士
凡
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
{
野
球
て
街
土
凡
ホ
ー
ム
ラ
ン
ズ
(
野
球
て
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ア
ル

フ
ァ
(
サ
ッ
カ
!
)

品
柳
時
惜
本
地
区

織
成
会
{
割
球
)
、
挑
浜
ワ
イ
ル
ド
タ
イ
ガ
!
ス
{
野
球
)
、
総
塙
ト
!
タ
ス

(
野
球
}
、
線
東
(
野
球
)
、
総
描
ヶ
丘
昔
年
野
球
部
、
議
申
告
年
野
暗
部
、
袖

ケ
浜
h
y
年
野
球
部
、
八
冊
地
税
h
y
年
野
球
部
、
虹
来
少
年
野
球
部
、
小
山
下
生
女

子
ソ
フ
ト
チ
ー
ム
品
ユ
j

ヤ

ン

キ

ー

ス

込

懇

炉

構

な

で

し

こ

地

震

媛

機

騒

世

間
部
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
世
話
、
書
レ
ン
ジ

7
h議
議
饗
鵬
喝

ズ
、
花
ホ
古
h
y
年
野
球
部
、
紙
臨
出
合
年
野
球
部
、
撫
錫
機
織
鰭
鱒
藤
醐

チ

原

子

供

会

野

球

部

議

議

綴

欝

糧

嘩

畑

出

地

区

緬

喝

旭
h
y
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
‘
根
報
酬
問
山
Y
女
ソ
フ
ト
ポ
!
ぺ
河
内
ピ
ク
ト

リ
1
(
世
火
ソ
フ
ト
て
総
延
世
女
ソ
フ
ト
ポ
i
ぺ
旭
子
協
A
Y
年
野
球
部
、

機
換
ゴ
ム
牧
市
MK
子
ソ
フ
ト
部
、
公
所
育
成
会
合
主
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

品
噛
松
怒
地
区

河
内
松
延
子
E
も
会
ソ
フ
ト
部
、
河
内
松
縫
子
E
も
金
野
球
部
、
徳
延
イ

ー
グ
ル
ス
(
野
球
)
、
徳
延
北
少
古
ソ
フ
ト
ポ
l
h
F
部
、
事
友
金
(
窓
苧
}
、
松

繕
h
y
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
プ
、
織
す
み
れ
曜
日
成
金
野
暗
部
、
絡
す
み
れ
脊
成
金

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
酬
明
者
作
中
山
Y

年
野
球
部
、
機
密
判
中
山
Y

女
ソ
フ
ト
部

轍
山
下
援
協

出
相
官
ハ
イ
ツ
少
平
野
味
、
別
官
官
ハ
イ
ツ
少
k
y
フ
ト
ポ
!
ル
部
、
高
松
ジ

ャ
ガ
ー
ズ
(
野
球
)
、
必
綴
h
y
k
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
山
下
陵
地
合
年
野
暗
部
、

下
山
下
世
年
野
球
部
、
上
山
下
世
主
y
フ
ト
ポ
i
h
F
部
、
山
下
問
問
地
少
次
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
錦
、
下
山
下
山
Y

女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
郎
、
F
C
山
下
{
サ
ッ
カ
ー
}
、

上
山
下
h
y
年
野
暗
部

構
叫
蹄
緑
地
区

勝閉山山
Y
年
サ
ァ
カ
?
ク
ラ
ブ
、
潟
村
山
Y
年
野
球
部
、
治
相
欄
子
ど
も
全
世
年

野
球
部
、
出
縄
F
ど
も
会
合
企
ソ
フ
ト
部
、
小
向
子
ど
ら
全
世
帯
野
球
部
、

小
向
子
E
も
全
世
女
y
フ
ト
部

場

八

嬢

地

区

!

パ

話

討

ザ

k
I
ソ
フ
ト
ポ
?
ぺ
入
総
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ズ
‘
ハ
M
w
b
m山
線
鶴

八
勝
サ
フ
カ
!
ク
ラ
ブ

j
U吋
A
建
議
す

磯
町
出
4
7

為
抽
端
技
…

大
野
ク
ラ
プ
ム
デ
年
野
球
前
向
材
神
社
浦
安
叩
韓
(
神
社
事
納
}
、
大
野
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
、
大
野
ム
シ
ユ
品
ア
パ
レ
!
ポ
!
片
向
山
貯
金

品
帯
蕊
土
地
問
叫

w
H
j
イ
レ
ブ
ン
ズ
(
サ
ッ
カ
ー
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
フ
レ
ン
ズ
、
真
土
ピ
ク
ト

ジ
}
野
球
部

b
響
グ



指
数
者
私
は
だ
い
ぶ
き
つ
い
線
総
ん
で
い
る
の
一
明
、
z
r
M
概
念
が
ト
級

撃
す
る
の
で
、
よ
く
必
口
ぞ
い
集
り
1

山
山
側
一
室
て
み
会
れ
{
ま
す
G

欝
鰯
鱗
綴
織
線
鶴
綴
欝
信
感

F

一
開
会
ボ
!
ト
ボ
i
ん
の
幅
削
戦
を

磁
鶴
鰭
雛
鶴
鱒
畿
機
繊
鰭
額
拶
さ
せ
た
ら
す
な
く
い
い
子
に
な
っ

鶴
灘
襲
撃
は
糊
綴
錦
鱒
韓
議
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
主
要
ッ

猿
轡
嬢
覇
議
簸
綴
踏
襲
介
護
わ
っ
た
例
は
い
か
が
で
し
ょ

ぼ
註

A
一
融
輯
欝
欝
蟻
う
。

佐
殿

J

と
動
翻
灘
綴
錦
磁
簸
移
謀
議
式
」
つ
議
め
ろ
と
い
う

麟

欝

議

欝

麟

欝

こ

と

が

で

さ

た

が

、

そ

の

巡

り

鴎
灘
繊
織
問
機
種
纏
鰭
磁
だ
と
思
い
ま
す
。
「
シ
ュ

i
ト
は

謝

灘

灘

鱒

求

額
I
醸
購
噛
だ
め
だ
っ
た
け
ど
、
ド
リ
ブ
ル
ま

務

調

asvt緯
顎
喝
甘
ほ
よ
か
っ
た
よ
」
と
い
う
と
i

一此
L

婦
誌
や
hvま
す
ね
。

ま

ず

臨

め

ろ

グ

護

者

ほ

め

る

と

絡

を

護

が
あ
D
ま
す
。
し
か
し
、
ほ
め
ち

司
町
会
指
護
措
の
心
移
ろ
に
つ
い
れ
な
く
て
も
動
け
る
子
が
い
参
¥

て
考
え
手
創
か
せ
て
く
だ
さ
い
岱
ザ
ほ
:
と
ゆ
装
d

え
品
字
4
0

し

季

J

e

M

F

説
れ
は
畠
轄
を
つ
け
る

一
司
会
ボ
i
イ

ス

カ

ワ

ト

は

ど

?

っ

守

ら

は

け

れ

は

い

け

な

い

と

い

う

司

会

ど

C
一
ま
で
ほ
め
て
い
い
か

で

し

ょ

う

。

の

が

拡

霊

長

い

ま

す

。

と

い

う

と

事

か

し

い

手

ね

抱
縁
者
礼
綴
は
、
「
替
い
と
お
指
導
者
私
は
、
ト
殺
生
と
下
級
し
か
し
、
ほ
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

設
で
い
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
礼
伎
の
縦
の
つ
な
が
白
宇
品
〈
切
に
し
技
術
記
伊
げ
で
な
く
、
協
調
伎
や

子

犠

記

蟻

し

く

持

た

な

い

で

く

だ

さ

い

い

と

い

撃

し

く

主

2
と

主

っ

て

て

い

手

。

そ

し

て

、

コ

ー

チ

が

義

援

、

警

の

心

な

と

そ

つ
で
も
、
せ
い
ぜ
い
校
門
を
出
る
い
ま
す
ο
た
だ
、
脱
出
M

苦
肉
じ
よ
鍍
霊
祭
活
の
絵
本
約
な
習
酬
明
平
ぬ
た
ち
を
時
-
ぷ
安
聞
は
、
会
で
の
r
T
を
奪
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

一
剖
合
後
片
付
け
等
は
、
礼
儀
作
と
こ
ろ
ま
K3で
す

。

う

に

ユ

ニ

ホ

i
ム
を
器
て
い
ま
す
と
い
う
の
は
、
食
べ
る
こ
と
、
ト
呼
ぴ
義
て
に
し
て
い
ま
す
。
親
に
で
し
ょ
う
か
。

法
案
伎
の
、
む
に
つ
な
が
る
と
恩
要
望
は
需
警
の
が
、
ュ
ニ
ホ
i
ム
義
い
だ
と
た
イ
レ
寺
三
議
長
、
は
、
認
の
子
供
患
っ
五
一
え
護
者
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
で

い
事
九
そ
う
い
っ
議
で
剣
遂
で
、
始
め
る
納
長

γぶ
粛
に
ぞ
ゐ
甘
っ
た
れ
望
、
い
た
ず
話
題
一
、
経
る
ζ
長
と
醐
思
い
晶
子
c

る
か
ら
待
選
て
ふ
し
ま
す
と
こ
き
な
か
っ
た
雲
、
あ
る
臼
突
然

議

し

い

よ

う

に

許

事

が

、

主

え

が

草

き

笠

受

そ

し

そ

の

霊

的

な

ζ

と
ま
~
く
で
き
と
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
る
器

2
窓
く
芸
定

C
糸
あ
り
ま
す
。

ど
う
で
し
ょ
う
か
a

て
、
器
量
み
、
数
公
黙
と
う
な
い
子
が
い
ま
す
。
男
善
が
厳
し
く
、
な
ぐ
さ
め
轟
は
脇
に
「
お
ま
え
、
あ
ん
な
に
上
手
に
で

指
議
者
剣
道
は
、
札
に
始
ま
り
も
さ
せ
串
乎
~
た
だ
、
邸
担
で
免
党
め
て
、
自
分
予
週
明
ぎ
て
い
く
こ
か
か
え
る
孟
う
に
じ
て
い
ま
す
。
き
る
じ
ゃ
な
い
か
い
「
み
ん
な
の

礼

に

終

わ

宮

島

ぞ

い

季

。

て

い

義

の

鱗

が

う

る

さ

い

の

で

長

室

な

い

子

で

す

。

閣

僚

は

、

護

者

憲

君

、

心

構

え

と

前

で

ち

ょ

っ

と

や

っ

て

み

ろ

と

で

ず

か

ら

、

機

器

、

竹

刀

喜

護

主

主

、

許

菱

さ

ん

空

襲

警

い

い

季

が

、

家

語

、

議

の

名

前

霊

長

え

い

っ

て

議

長

裂

を

や

宮

い
こ
議
も
つ
け
ず
、
体
擦
が
で
き
や
お
母
さ
ん
は
わ
か
っ
て
い
な
い
縫
で
も
地
境
ゼ
も
、
そ
れ
は
指
導
て
、
必
ず
名
曲
別
世
評
ん
甘
滋
汐
る
せ
ず
雨
時
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
み

る
か
っ
ζ
う

で

、

礼

の

仕

方

、

臨

出

品

つ

で

す

。

議

め

資

勢

だ

と

怒

い

ま

す

。

こ

と

と

、

し

か

る

よ

白

は

ほ

妙

。

ん

な

も

ζ
い
つ
の
よ
っ
に
う
ま
く

礼
mv仕
方
1

股
担
方
、
立
ち
方
な
一
司
会
忍
防
力
が
あ
り
礼
儀
作
法
出
司
会
い
か
が
で
ず
か
。
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
っ
た
と
や
れ
」
と
ほ
め
て
向
内
総
を
つ
け
さ

ど
義
-
み
ま
守
二
年
ぐ
ら
も
雪
ぎ
て
、
慾
い
や
む
の
あ
る
よ
T

護
者
ス
ポ
ー
ツ
童
じ
て
子
選
、
制
服
る
ま
で
に
必
ず
ほ
ぞ
せ
て
や
b
ま
し
だ
議
だ
け
で

い
た
ち
、
妨
民
が
付
ザ
伊
れ
る
よ

i
ム
は
、
家
臨
時
わ
協
力
、
地
域
の
供
を
均
一
時
で
き
る
機
大
の
メ
リ
ッ
ゃ
れ
、
し
か
D
っ
ぱ
な
し
芯
媛
に
な
く
、
大
人
も
ほ
ゆ
ロ
れ
れ
ま
い

2
に
な
る
と
、
街
分
の
紡
終
を
か
協
力
も
火
事
な
も
の
》
混
む
苓
〆
ト
と
い
う
の
は
、
総
本
に
ん
1
ル
必
ず
翠
ゑ
一
本
に
し
て
い
ま
す
。
ゃ
な
係
閣
内
ち
常
持
た
な
い
で
し
ょ

つ

い

で

挙

手

よ

う

に

な

り

ま

す

窃

が

、

争

後

闘

い

か

が

で

し

ょ

う

。

が

あ

る

と

い

う

こ

と

で

ず

。

レ

}

〈

え

私

は

溺

察

手

れ

ま

す

か

、

レ
士
、

ζ

一

震

が

だ

め

で

、

我

筆

者

お

父

さ

ん

、

お

き

ん

ル

違

い

い

で

護

さ

れ

る

し

つ

ル

雷

畿

と

体

験

を

従

議

長

会

合

語

、

う

ぐ
お
母
さ
ん
が
織
っ
て
し
ま
い
ま
ま
す
。
そ
う
い
う
ζ

と

喜

め

で

も

成

立

レ

子

。

勝

敗

皇

官

抽

唱

え

て

い

る

と

、

い

い

子

選

い

う

の

ほ

め

て

や

れ

ば

大

人

も

議

い

す
。
邸
分
で
稼
い
防
災
を
つ
は
で
、
学
一
警
に
一
総
総
会
設
胤
い
て
、
協
ま
す
Q

を
の
ん
i
ル
ゑ
す
9
C
と
?
?
も
い
ま
す
。
中
学
生
で
ど

pu
ま
す
よ
勺
そ
れ
か
ら
、
州
知
は
絶
対

渓

腕

じ

な

け

設

な

ら

な

い

の

で

カ

し

て

い

+

室

主

い

点

を

お

絡

が

、

ど

お

仔

蓄

が

数

Y

え
て
い
よ
ラ
も
な
い
子
が
い
ま
し
た
。
そ
文
句
を
い
わ
な
い
、

ζ
む
と
を
い

か
ね
は
な
位
ま
せ
ん
。
試
合
に
緩
の
子
…
に
ポ
i
ト
ボ
i
ル
の
指
導
を
わ
な
い
こ
と
を
む
掛
は
で
い
ま
す
。

概

拙

〉

〉

ト

〉

ぺ

ト

語

、

勝

つ

を

わ

く

し

、

魚

し

て

-

ち

ら

つ

き

ま

る

の

で

司

会

こ

れ

か

去

の

勝

苦

境

:
2ゥ
2

ん

灼

経

費

そ

く

や

長

る

2
Eたら
、
役
が
与
え
ら
雪
量
ち
、
基
堅
議

時
ど

2
3
2
一

ご

ζ
と

選

手

話

会

れ

を

い

2
も

そ

の

主

義

っ

て

い

主

2
2

ほ

雌

ト

球

球

ル

滋

ケ

も

滋

力

一

イ

議

議

っ

て

も

安

易

産

量

え

た

よ

主

、

一

生

震

が

議

し

を

苦

い

。

芝

、

議

円

む

フ

一

ス

ど

り

p

レ
一
い
し
、
品
矧
げ
て
も
あ
ま
を
や
し
'
ん
ば
っ
た
ん
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